
【表紙：冬の道駅まつり『特設雪の滑り台』より～関連記事最終頁】

冬でも

町民が元
気に！

町に賑わ
いを！

北海道が厚沢部町河川資源保護振興会を表彰
人財あっさぶ～河川資源保護振興会会長坂本和晃さん～

初めての試み『冬の道駅まつり』
時間を刻む～冬でも町民が集い元気に！マチに賑わいを！～
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9おらいもファミリー長男の名前等が決定

統一地方選挙投票日決まる

町内交通事故死ゼロ連続1500日を達成
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町長・町議選４月21日
統
一
地
方
選
挙

投
票
日
決
ま
る

任
期
満
了
に
伴
う
４
年
に
１
度
の
統
一
地
方
選
挙
の
投
票
日
が
決
ま
り
ま
し
た
。

北
海
道
知
事
・
道
議
会
議
員
選
挙
は
４
月
７
日
（日）
、厚
沢
部
町
長
・
町
議
会
議
員
選
挙

は
４
月
21
日
21

（日）
に
行
わ
れ
ま
す
。選
挙
は
私
た
ち
が
政
治
に
参
加
す
る
大
切
な
機
会
。

よ
り
良
い
北
海
道
、よ
り
良
い
我
が
マ
チ
厚
沢
部
町
の
未
来
を
作
る
た
め
に
、あ
な
た

の
『
貴
重
な
一
票
』を
棄
権
す
る
こ
と
な
く
忘
れ
ず
に
投
じ
ま
し
ょ
う
。

投 票 日告 示 日種 類

４月７日(日)
３月21日(木)知 事

３月29日(金)道 議

４月21日(日)４月16日(火)
町 長

町 議

■選挙の告示日と投票日

□投票できる人
厚沢部町選挙管理委員会の選挙人名簿に登録されていなければ

なりません。選挙人名簿に登録される要件は次のとおりです。

①日本国民であること

②選挙人名簿登録基準日（告示日の前日）の３カ月前までに

厚沢部町内に住民登録（転入届）を済ませていること

③投票日現在、18歳以上であること

※選挙人名簿登録基準日

平成30年12月20日知 事

平成30年12月28日道 議

平成31年１月15日町長・町議

※投票日現在18歳以上の人

平成13年４月８日知事・道議

平成13年４月22日町長・町議

※上記の日までに住民登録を済ませていれば選挙人名簿に登録されます。

※上記の日までに生まれた人が選挙人名簿に登録されます。
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知事・道議選４月７日

投票日に投票できない人は・・・

「期日前投票」を！

□投票所には入場券を
投票所の入場券（葉書）が、選挙告示後に

郵送されます。この入場券を指定され

た投票所に持参し投票してください。

万が一、入場券を紛失しても投票する

ことはできますので棄権しないよう

にしましょう。

□投票時間は
午前７時～午後６時

3月22日(金)～4月6日(土)知 事

3月30日(土)～4月 6日(土)道 議

4月17日(水)～4月20日(土)町長・町議

※投票できる時間は、午前８時30分～午後８時までです。

■期日前投票ができる期間仕事や旅行などで投票日当日に

投票できない人は、「期日前投票」

を必ずしましょう。

＜期日前投票のしかた＞
選挙管理委員会（役場総務政策課

内）に出向き投票してください。

期日前投票ができる期間は右記

とおりです。

立立候補予定者説明会を開催しま立候補予定者説明会を開催しますす
４月２１日執行の厚沢部町長・町議会議員選挙に立候補を予定している

方への説明会を開催します。立候補届出手続き及び選挙運動等の説明を

行うほか届出書類の事前審査などの連絡も行いますので、立候補を予定

している方（代理の方でも可）は必ず出席されますようお願いします。

◆日 時 ３月１９日（火）午後２時

◆会 場 山村開発センター２階・集会室

☆選挙に関する問合せは、町選挙管理委員会事務局へ

〔総務政策課総務係内（TEL：64‐3311）〕
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厚
沢
部
町
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
等
に
つ
い
て

（注）１．職員手当には退職手当は含まない。
２．職員数は平成29年4月1日現在の人数。

1 総 括

（参考）
28年度の人件費率

人件費率
（Ｂ/Ａ）

人 件 費
（Ｂ）

実質収支
歳 出 額

（Ａ）
住民基本台帳人口

（29年度末）
区分

12.4％10.8％553,767千円87,050千円5,108,044千円3,952人29年度

一人当たり給与費
（Ｂ/Ａ）

給 与 費職 員 数
（Ａ）

区分
計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当給 料

5,360,446円348,429千円85,270千円41,517千円221,642千円65人29年度

（1）人件費の状況（普通会計決算）

（2）職員給与費の状況（普通会計決算）

（3）給与改定の状況（平成30年4月1日現在）

（注）「民間給与」「公務員給与」は人事院勧告において公民の４月分の給与等をラスパイレス比較した平均給与月額。

（注）「民間の支給割合」は民間事業所で支払われた賞与等の特別給の年間支給割合。「公務員の支給月数」は期末手当及び
勤勉手当の年間支給月数。

厚
沢
部
町
職
員
の
給
与
・
職
員
数
の
状
況
等
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

3 職員の平均給与月額・初任給等の状況（平成30年4月1日現在）

（注）１.「平均給料月額」とは、平成30年4月1日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均。
２.「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などの諸手当の額を合計したもので、地方
公務員給与実態調査において明らかにされている。また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、特
殊勤務手当等の手当が含まれていないことから、比較のため国家公務員と同じベースで再計算したものである。

（1）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況

2 一般行政職給料表の状況（平成30年4月1日現在）

６級５級４級３級２級１級区 分

319,200円288,900円263,000円230,000円194,000円144,100円
１号給の
給料月額

410,200円393,000円381,000円350,000円304,200円247,600円
最高号給の
給料月額

②技能労務職

①一般行政職

平均給与月額（国ベース）平均給与月額平均給料月額平均年齢区 分

319,037円335,493円284,771円41.1歳厚沢部町

―410,940円329,845円43.5歳国

②特別給

①月給例

給与改定率

人事委員会の勧告

区 分 勧 告
（改定率）

較差（Ａ－Ｂ）
公務員給与

（Ｂ）
民間給与

（Ａ)

――655円（0.16%）410,940円411,595円30年度

（参考）
国の改定率

―

年間支給月数

人事委員会の勧告

区 分 勧 告
（改定月数）

較差（Ａ－Ｂ）
公務員の支
給月数（Ｂ）

民間の支給
割合 （Ａ）

4.45月―0.01月4.45月4.46月30年度

（参考）
国の年間
支給月数

4.45月

平均給与月額（国ベース）平均給与月額平均給料月額職員数平均年齢区 分

321,400円355,557円274,900円1人42.3歳厚沢部町

―328,637円286,817円2,553人50.7歳国

(4)給与制度の総合的見直しの実施状況について

【概要】国の給与制度の総合的見直しにおいては、俸給表の水準の平均2％の引下げ及び地域手当の支給割合
の見直し等に取り組むとされている。

①給料表の見直し【 実施 ・ 未実施 】

（給料表の改定実施時期） 平成27年4月1日
（内容）一般行政職の給料表については、国の見直し内容を踏まえ、平均2％の引下げ。激変緩和のため、

当分の間、経過措置（現給保障）を実施。他の給料表についても、国と同様に見直しを実施。

②その他の見直し

管理職員特別勤務手当について、国と同様に見直しを実施。（平成27年4月1日より）
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―厚沢部町職員の給与・定員管理等について ―

（2）職員の初任給の状況

国厚沢部町区 分

180,700円180,700円大学卒

一般行政職

148,600円148,600円高校卒

4 一般行政職の級別職員数等の状況（平成30年4月1日現在）

構成比職員数標準的な職務内容区 分

6.5％４人課 長６級

4.8％３人課長・参事・課長補佐・次長５級

12.9％８人課長補佐・次長・主幹・係長４級

43.5％27人係 長 ・ 主 査 ・ 主 任３級

22.6％14人主 事 ・ 技 師２級

9.7％６人主 事 ・ 技 師１級

（注）１.厚沢部町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数。
２.標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務。

（1）一般行政職の級別職員数等の状況

平成29年4月1日より人事評価制度を導入済。

（2）昇給への勤務成績の反映状況

経験年数30年経験年数25年経験年数20年経験年数10年区 分

― 円377,100円320,100円252,900円大学卒

一般行政職

353,150円― 円― 円― 円高校卒

（3）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

5 職員の手当の状況

厚沢部町

１人当たりの平均支給額 1,541千円

期末手当 勤勉手当
2.60月分（1.45月分） 1.85月分（0.90月分）

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置あり
・役職加算 ４％～12％
・管理職加算 なし

（1）期末手当・勤勉手当（平成30年度支給実績）

（注）（ ）内は、再任用職員に係る支給割合。

国厚沢部町

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分
勤続35年 39.7575月分 47.709月分
最高限度額 47.709月分 47.709月分

その他の加算措置
・定年前早期退職特例措置（３％～45％加算）

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分
勤続35年 39.7575月分 47.709月分
最高限度額 47.709月分 47.709月分

１人当たり平均支給額 自己都合 定年退職
9,095千円 -千円

（2）退職手当

（注）退職手当の1人当たり平均支給額は、平成29年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額。

（3）地域手当

-千円支給実績（平成29年度決算）

-千円支給職員１人当たり平均支給年額（29年度決算）

国の制度（支給率）支給対象職員数支給率支給対象地域

３％０人３％札幌市

判定期間中の勤務状況（病気休暇、育児休業等の取得、中途採
用等）を反映させ、支給割合は決定しているが、その他の職員に
ついては、勤務実績は反映させず、一律支給。

(参考)勤勉手当への勤務実績の反映状況(一般行政職)
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（4）特殊勤務手当

5,306千円支給実績（29年度決算）

279,263円支給職員１人当たり平均支給年額（29年度決算）

19.8％職員全体に占める手当支給職員の割合（29年度）

３手当の種類（手当数）

左記職員に対する支給単価主な支給対象業務主な支給対象職員手当の名称

月額5,000円病理細菌検査臨床検査技師及び助手臨床検査室勤務職員手当

１回7,000円以内深夜に行われる看護等の業務看護師等夜間看護手当

１回1,500円救急時の非常招集のための待機看護師等救急看護待機手当

13,275千円支給実績（29年度決算）

187千円支給職員１人当たり平均支給年額（29年度決算）

12,573千円支給実績（28年度決算）

229千円支給職員１人当たり平均支給年額（28年度決算）

（5）時間外勤務手当

（6）その他の手当

支給職員１人当たり
平均支給年額
（29年度決算）

支給実績
（29年度決算）

国の制度と
異なる内容

国の制度
との異同

内容及び支給単価手 当 名

235,917円11,324千円同じ

配偶者 6,500円
子 10,000円
父母等 6,500円
特定期間の加算 5,000円

扶養手当

162,122円7,944千円
国…持家
なし

一部異
借家等（家賃12,000円を超える場合）
家賃に応じて27,000円を限度に支給
持家 一律5,000円

住居手当

106,152円3,503千円同じ

公共交通機関等を利用する場合
55,000円を限度に全額支給
交通用具を使用する場合
通勤距離に応じて24,500円を限度に支給

通勤手当

607,783円13,979千円国…定額異

課長等の職務で役職及び職務の級に応じて
30,100円～62,300円を支給
病院長等の職務で給料月額の100分の12を超
えない範囲内で支給

管理職手当

― 円― 千円同じ

勤務場所を異にする異動等により転居する場
合に支給
月額23,000円及び移動距離により45,000円を
限度に加算

単身赴任手当

28,765円489千円同じ
課長等の職務で休日等において緊急を要する
時、または公務上必要な時に勤務した場合
１回につき6,000円を支給

管理職員
特別勤務手当

84,385円7,679千円同じ

扶養親族のある職員 22,540円
その他の世帯主である職員 12,860円
その他の職員 8,600円
現在、経過措置期間中

寒冷地手当

3,510,000円7,020千円同じ
日直手当 医 師20,000円

看護師 7,200円
宿直手当 医 師20,000円

宿日直手当

―厚沢部町職員の給与・定員管理等について ―
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6 特別職の報酬等の状況（平成30年4月1日現在）

給 料 月 額 等区 分

760,000円
617,000円

町 長
副町長

給 料

228,000円
194,000円
171,000円

議 長
副議長
議 員

報 酬

4.45月分
議 長
副議長
議 員

4.45月分
町 長
副町長

期末手当

一般職の例による
町 長
副町長

寒冷地手当

（支給時期）
任期毎に支給

（１期の手当額）

15,583千円
7,982千円

（算定方式）
給料月額に在職年数による
支給率を乗じて得た額

町 長
副町長

退職手当

（注）退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期（４年=48月）勤めた場合における退職手当の見込額。

主な増減理由
対前年
増減数

職員数区 分

部 門 平成29年平成30年

人事異動による増
人事異動による減

退職による減

０
１
△１
０
０
０
０
△１
０

２
16
４

９
１
６
11
７

２
17
３

９
１
６
10
７

議 会
総 務
税 務
労 働
農 林 水 産
商 工
土 木
民 生
衛 生

一般行政
部 門

普通会計部門

△１5655小 計

人事異動による減△１８７教 育
警 察
消 防

特別行政
部 門

△１８７小 計

△２6462小 計

０
０
０
０
０

24
２

１
５

24
２

１
５

病 院
水 道
交 通
下 水 道
そ の 他

公営企業等会計部門

０3232小 計

△２
[０ ]

96
[131]

94
[131]

合 計

7 職員数の状況

（1）部門別職員数の状況と主な増減理由 （各年4月1日現在）

（注）１.職員数は一般職に属する職員数。
２..[]内は、条例定数の合計。

（2）年齢別職員構成の状況（平成30年4月1日現在） （3）職員数の推移

計
60歳
以上

56歳～

59歳

52歳～

55歳

48歳～

51歳

44歳～

47歳

40歳～

43歳

36歳～

39歳

32歳～

35歳

28歳～

31歳

24歳～

27歳

20歳～

23歳

20歳
未満

区分

95人１人11人９人13人11人22人６人６人９人６人１人０人
職員
数

（注）上記職員数には教育長を含む。

過去５年間の
増減数

30年29年28年27年26年25年
年度

部門

△２55566058
5657

一般行政

△１798888教育

警察

消防

△３626568666465普通会計

０323232323332
公営企業等
会計

△３9497100989797総合計

（注）各年における定員管理調査において報告した部門別職員数。

％

構成比

5年前の構成比

―厚沢部町職員の給与・定員管理等について ―
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号 事
国 故

町
内
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
日
数
が

１
月
27
日
に
連
続
１
５
０
０
日
を

達
成
し
た
こ
と
を
受
け
、２
月
12

日
（火）
、北
海
道
交
通
安
全
推
進
委

員
会
長
表
彰
状
伝
達
式
と
江
差
警

察
署
長
感
謝
状
贈
呈
式
が
役
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。式
で
は
、江
差
警

察
署
・
穴
澤
署
長
が
町
交
通
安
全

運
動
推
進
委
員
会
長
の
渋
田
町
長

に
表
彰
状
を
伝
達
し
、町
内
３
地

区
交
通
安
全
協
会
長
等
に
感
謝
状

を
贈
呈
し
ま
し
た
。渋
田
町
長
は

「
事
故
死
ゼ
ロ
連
続
２
０
０
０
日

に
向
け
交
通
安
全
の
重
要
性
を
さ

ら
に
啓
発
す
る
」と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、２
月
18
日
18

（月）
、日
頃
か
ら

地
域
に
根
差
し
た
交
通
安
全
活
動

を
積
極
的
に
推
進
し
交
通
安
全
意

識
の
向
上
と
交
通
事
故
抑
止
に
貢

献
し
て
い
る
厚
沢
部
ド
ラ
イ
バ
ー

ズ
ス
ク
ー
ル（
緑
町
）に
対
し
て
、

北
海
道
警
察
本
部
交
通
部
長
感
謝

状
が
当
所
で
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

当
ス
ク
ー
ル
は
老
人
ク
ラ
ブ
で
の

高
齢
者
交
通
安
全
講
習
会
や
小
中

学
校
で
の
交
通
安
全
青
空
教
室
等

を
精
力
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

町内交通事故死ゼロ

連続1500日を達成
厚沢部ドライバーズスクール等に感謝状を贈呈

交
通
死
亡
事
故
は
発
生
し
て
い
な
い
け
ど
…

道

２ ２ ７ 多発
町内を横断する国道227号（江差町～函館市）の平成30年交通事故発生件数（江差警察署管内）は68件。

接続する国道と比較すると、国道228号（江差町～松前町～函館市）事故発生件数（同）は39件。国道229号

（江差町～小樽市）事故発生件数（同）は17件と国道227号が突出しています。幸い町内で交通死亡事故は

発生していませんが、犠牲者を出さないために「スピードダウン」と「全席シートベルト着装」を
徹底しましょう。なお、平成30年の町内交通事故件数97件のうち約７割が11月から３月に発生しました。

トンネル内や橋の上、日蔭でのスリップなどの冬型事故は３月にも発生していますので、充分注意して

ハンドルを握ってください！（例年、町内で交通事故が多発している主な箇所は下記のとおりです。）

『峠下』
トンネル内のスリップ事故が多く発生

『美和』
吹き溜まりによる視界不良に注意

『上の山』
スリップによる路外逸脱に注意
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君
厚
沢
部
町
認
定
こ
ど
も
園
の
愛
称

３月末をもって町内３地区にある厚沢部保育所と館

保育所、鶉保育所の長い歴史に幕が下ります。厚沢部保

育所は昭和40年、館保育所は昭和45年、鶉保育所は昭

和48年に開所し、約50年もの長きにわたり、あっさぶ

子の乳幼児期を過ごす大切な場として存在してきまし

た。しかし、施設の老朽化や少子高齢化の影響を受け、

４月から厚沢部町認定こども園として、新たな園舎で

保育行政のバトンをつなぐこととなりました。これま

でにたくさんの卒園生を送り出し、たくさんの思い出

を作り上げた保育所を閉所するにあたり、町民の皆さ

まが保育所時代を懐かしんだり卒園製作の写真を撮っ

たりと保育所の思い出に浸ることができる『一般開放

日』を開催することとしましたので、ご家族ご友人お誘

い合わせの上、是非ご来所ください。

【日時：３月10日（日）午前９時～午後２時】

※上記時間内でご自由にお過ごしください。

町内３保育所の思い出に浸る
『一般開放日』を開催します

４月３日（水）開園の認定こども園のオープニングセ

レモニーと『一般見学会』を下記のとおり開催します。

認定こども園に通う子どもや保護者、そして、認定こ

ども園で働く保育士のことを大切に考えて設計された

厚沢部町認定こども園。地場産木材をふんだんに使い

温もり感じられる厚沢部町認定子ども園を是非あなた

の目でご確認ください。

【日時：３月23日（土）午後１時30分～午後２時30分】

※オープニングセレモニー後に見学可能となります。

認定こども園の開園前に
『一般見学会』を開催します

お
ら
い
も
フ
ァ
ミ
リ
ー
長
男
名
前

はぜる
定

決

平成31年４月開園の『認定こども園の愛称』と同時期に誕生することとなった『おら
いもファミリー第２芋（長男）の名前』を同一とし一体的にＰＲすることとなりました。

昨
年
公
募
し
て
い
た『
厚
沢
部

町
認
定
こ
ど
も
園
の
愛
称
』と『
お

ら
い
も
フ
ァ
ミ
リ
ー
長
男
名
前
』

が「
は
ぜ
る
」に
決
定
し
ま
し
た
。

「
は
ぜ
る（
爆
ぜ
る
）」に
は「
栗
の

実
が
イ
ガ
を
破
っ
て
弾
け
出
る
さ

ま
」と
い
う
意
味
が
あ
り
、『
元
気

い
っ
ぱ
い
大
き
く
な
っ
て
。昨
日

よ
り
今
日
、今
日
よ
り
明
日
、自
分

の
殻
を
破
り
成
長
し
て
。弾
け
る

く
ら
い
活
発
に
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
』

と
い
う
思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

命
名
者
は
根
室
市
在
住
・
佐
藤

貴
子
さ
ん（
52
歳
）と
奈
良
教
育
大

学
ア
ウ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
ス
タ
デ
ィ

２
０
１
８
年
生（
代
表
・
鴨
志
田
理

奈
さ
ん
）で
す
。ま
た
、は
ぜ
る
君

の
デ
ザ
イ
ン
は
江
別
市
在
住
・
八

谷
早
希
子
さ
ん（
44
歳
）の
作
品
に

決
定
し
ま
し
た
。認
定
こ
ど
も
園

の
愛
称
に
は
28
件
。長
男
名
前
と

デ
ザ
イ
ン
に
は
１
５
１
件
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
応

募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

【注】現在、着ぐるみ（バルーンタイプ）を製作中。
着ぐるみ製作上、若干の調整を行う場合有。
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▲函館や東京、札幌近郊在住の厚沢部出身者や関係者を紹介ください！

おお
仲仲
間間
にに
どど
うう
ぞぞ

お
仲
間
に
ど
う
ぞ
！！！

東
京
・
札
幌
・
函
館

東
京
・
札
幌
・
函
館
のの

厚
沢
部
会
員
募
集

厚
沢
部
会
員
募
集
中中

２
月
２
日
（土）
、函
館
市
と
そ
の
近
隣
市
町
に
住
む
当

町
出
身
者
で
構
成
す
る
函
館
厚
沢
部
会（
久
保
田
知
行

会
長
・
107
名
）の
平
成

107

31
年
度
定
期
総
会
と
新
年
懇
親
会

が
ホ
テ
ル
法
華
ク
ラ
ブ
函
館
で
開
催
さ
れ
会
員
53
名
と

来
賓
合
わ
せ
て
64
名
が
出
席
し
ま
し
た
。久
保
田
会
長

は「
昭
和
55
年
に
設
立
さ
れ
た
函
館
厚
沢
部
会
は
来
年

設
立
40
周
年
を
迎
え
る
。節
目
の

40

40
周
年
を
記
念
誌
の

発
行
や
祝
賀
会
の
開
催
等
み
ん
な
で
お
祝
い
し
た
い
。

ま
た
、厚
沢
部
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
返
礼
品
が
充
実

し
た
。ふ
る
さ
と
納
税
と
い
う
形
で
も
厚
沢
部
町
を
応

援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
会
員
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

『『
じじ
ゅゅ
んん
ばば
んん
ここ

『
じ
ゅ
ん
ば
ん
こ
』』』

支
え
合
い
助
け
合

支
え
合
い
助
け
合
いい

心
の
繋
が
り
永
遠

心
の
繋
が
り
永
遠
にに

２
月
12
日
12

（火）
と

12

（火）

13
日

12

（火）

13

（水）
の
２
日
間
、厚
沢
部
中
１
・
２

年
生
計
54
名
が
南
館
町
と
鶉
町
の
高
齢
者
住
宅
で
雪
か

き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。こ
の
活
動
は
町
社

会
福
祉
協
議
会
が『
赤
い
羽
根
共
同
募
金
』か
ら
活
動
経

費
の
助
成
を
受
け
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
町
社
協
・

尾
山
君
兆
事
務
局
長
は「
今
年
も
降
雪
が
多
く
高
齢
者

は
困
っ
て
い
る
が
今
日
は
高
齢
者
の
た
め
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
は
な
く
支
え
合
い
活
動
。高
齢
者
も
以

前
は
支
え
る
側
に
い
た
。今
は
私
達
が
支
え
る
順
番
に

来
た『
じ
ゅ
ん
ば
ん
こ
』と
い
う
こ
と
」と
挨
拶
。生
徒
ら

は
吹
雪
に
も
負
け
ず
黙
々
と
雪
か
き
を
行
い
ま
し
た
。

▲例年、特殊詐欺は３月と12月に急増します。不審電話には十分注意を！

福福
祉祉
福
祉（（（
民民
生生
））委委
員員

民
生
）委
員
ががが

特
殊
詐
欺
被
害
防

特
殊
詐
欺
被
害
防
止止

ア
ド
バ
イ
ザ

ア
ド
バ
イ
ザ
ーー
に
認
定

に
認
定

２
月
14
日
14

（木）
、
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

福
祉
委
員
協
議
会
に
お
い
て
、
福
祉
委
員
や
町
職
員
ら

27
名
に
対
し
て
江
差
警
察
署
か
ら『
特
殊
詐
欺
被
害
防

止
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
認
定
証
』
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
特
殊

詐
欺
被
害
は
未
だ
に
後
を
絶
た
ず
昨
年
の
道
内
認
知
件

数
は
１
４
９
件
、被
害
総
額
約
３
億
５
千
万
円
と
前
年

を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。こ
う
し
た
事
態
を
踏
ま
え

江
差
警
察
署
で
は
高
齢
者
等
地
域
住
民
に
密
接
な
関
わ

り
を
持
つ
福
祉（
民
生
）委
員
に
特
殊
詐
欺
被
害
防
止
に

関
す
る
助
言
や
情
報
発
信
活
動
を
行
っ
て
も
ら
う
た
め

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
認
定
し
ま
し
た
。

▲左下は２年前（現３年生）が実施した鶉町。今年の降雪量は半端ない！
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第
２
回
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
！

北
国
の
い
き
も
の
を
守
り
た
い
賞
」

北
海
道
が
主
催
す
る『
第
２
回
未
来
へ
つ
な
ぐ
！
北
国
の
い
き
も
の
を

守
り
た
い
賞
』に
厚
沢
部
町
河
川
資
源
保
護
振
興
会（
坂
本
和
晃
会
長
・
会

員
50
名
）が
選
ば
れ
、１
月

50

31
日

50

31

（木）
、札
幌
市
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
賞
は
道
が
昨
年
度
か
ら『
生
物
多
様
性
の
保
全
と
持
続
可
能
な
利
用

を
推
進
』す
る
た
め
道
内
で
優
れ
た
活
動
を
行
う
企
業
や
団
体
、個
人
を
対

象
に
表
彰
し
て
お
り
、今
年
度
は
当
振
興
会
の
ほ
か
㈱
明
治
と
㈱
ロ
ー
ソ

ン
、阿
寒
湖
の
マ
リ
モ
保
全
推
進
委
員
会（
釧
路
市
）が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。▲水生生物の保護や河川環境の保全等永年の功績が称えられた当振興会の坂本会長（右端）

多
様
な
人
材
に
支
え
ら
れ

50
名
も
の
多
く
の
会
員
を
抱
え

る
当
会
は
若
手
か
ら
退
職
者
、会

社
社
長
や
議
員
、
役
場
職
員
な
ど

多
様
な
人
材
が
い
る
。私
は
加
入

し
て
32
年
に
な
る
が
歴
代
の
会
長

の
取
組
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。そ

の
取
組
を
私
が
継
承
で
き
て
い
る

の
も
会
員
の
お
陰
。
今
回
も「
会
員

全
員
で
受
賞
し
た
賞
」と
話
し
た
。

ア
ユ
は
地
域
の
大
切
な
資
源

厚
沢
部
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
住

民
に
と
っ
て
子
ど
も
の
頃
か
ら
親

し
ん
で
き
た
厚
沢
部
川
。そ
こ
に

棲
む
ア
ユ
や
カ
ワ
ヤ
ツ
メ
な
ど
の

水
生
生
物
は
地
域
の
大
切
な
資
源

で
あ
り
伝
統
的
な
食
文
化
と
し
て

も
伝
え
ら
れ
て
き
た
。当
会
は
川

の
生
き
物
と
水
辺
環
境
を
守
り
な

が
ら
町
の
特
産
品
を
目
指
し
ア
ユ

の
塩
焼
き
を
販
売
し
た
り
次
世
代

へ
の
継
承
の
た
め
に
小
学
校
で
出

前
授
業
を
行
っ
た
り
し
て
き
た
。

ま
た
、
ア
ユ
釣
り
解
禁
後
は
道
内

外
の
ア
ユ
釣
り
愛
好
家
が
多
数
厚

沢
部
を
訪
れ
て
い
る
。「
ア
ユ
は
地

域
活
性
化
に
も
繋
が
る
」と
話
し

活
性
化
策
に
思
い
を
巡
ら
せ
た
。

ポ
イ
捨
て
は
絶
対
に
止
め
て

毎
年
春
に
は
厚
沢
部
土
地
改
良

区
と
協
働
で
河
川
清
掃
を
行
っ
て

い
る
が
年
々
ゴ
ミ
は
増
え
て
い

る
。
８
割
が
森
林
の
厚
沢
部
町
。森

か
ら
の
恵
み
が
川
に
、
そ
し
て
、海

へ
と
流
れ
て
い
る
。次
世
代
に
町

の
貴
重
な
資
源
を
繋
ぐ
た
め
に

「
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
は
絶
対
に
止

め
て
」
と
切
実
な
思
い
を
語
っ
た
。

ア
ユ
で
地
域
活
性
化

北
海
道
よ
り
上
記
表
彰
を
受
け
た
厚
沢
部
町
河
川
資
源
保
護
振
興
会
は

昭
和
47（
１
９
７
２
）年
設
立
後
、ア
ユ
や
カ
ワ
ヤ
ツ
メ
の
人
工
ふ
化
と
放

流
、小
学
生
へ
の
人
工
授
精
体
験
授
業
な
ど
を
通
し
て
厚
沢
部
川
水
系
の

環
境
保
全
や
次
世
代
へ
の
継
承
活
動
に
永
年
取
り
組
ん
で
き
た
。こ
の
程
、

上
記
賞
を
受
賞
し
た
当
会
第
10
代
会
長
・
坂
本
和
晃
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

人 財
あっさぶ
厚沢部を支え盛り上げる

あっさぶ人を紹介します

「もう間もなく当会ホーム
ページがリニューアル！
若手が苦労して作ったホー
ムページも見てください！」

河
川
資
源
保
護
振
興
会
長

坂

本

和

晃
さ
ん

（59）

北海道が厚沢部町河川
資源保護振興会を表彰
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藤岡智恵

ごめんください
保健師です

346

閉
経
に
と
も
な
い
卵
巣
の
働
き
が
衰
え
、女
性
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る『
エ
ス

ト
ロ
ゲ
ン（
卵
胞
ホ
ル
モ
ン
）』の
分
泌
が
急
激
に
減
少
す
る
こ
と
で
起
こ

り
ま
す
。エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
分
泌
量
が
低
下
す
る
と
脳
は
卵
巣
に
も
っ
と

女
性
ホ
ル
モ
ン
を
出
す
よ
う
に
シ
グ
ナ
ル
を
送
り
ま
す
。そ
の
際
に
シ
グ

ナ
ル
が
周
囲
の
脳
に
不
要
な
興
奮
を
起
こ
し
て
し
ま
う
こ
と
で
自
律
神
経

の
調
整
が
上
手
く
い
か
な
く
な
り
ま
す
。そ
し
て
、女
性
ホ
ル
モ
ン
の
急
激

な
減
少
に
身
体
が
つ
い
て
い
け
ず
、神
経
の
調
整
不
良
や
心
身
の
不
調
が

起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

女
性
は
、『
思
春
期
→
妊
娠
・
出

産
・
授
乳
期
→
更
年
期
』と
女
性
ホ

ル
モ
ン
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
心

身
の
変
化
に
向
き
合
っ
て
い
ま

す
。日
本
人
の
女
性
が
閉
経
を
迎

え
る
年
齢
は
50
歳
前
後
と
い
わ
れ

て
お
り
、一
般
的
に
は
閉
経
を
は

さ
ん
だ
45
歳
～

45

55
歳
の
約

45

55

10
年
間

を『
更
年
期
』と
よ
び
ま
す
。

た
だ
し
、閉
経
年
齢
に
は
個
人

差
が
あ
る
の
で
40
代
前
半
か
ら
始

ま
る
方
も
い
ま
す
し
、最
近
で
は

30
代
か
ら
更
年
期
症
状
が
で
る
方

も
増
え
て
い
る
よ
う
で
、『
プ
レ
更

年
期
』と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。

□
25
点
以
下

問
題
な
し

規
則
正
し
い
生
活
で
症
状
の
悪

化
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

□
26
～
26

50
点

ま
だ
大
丈
夫

食
事
に
気
を
つ
け
運
動
す
る
こ

と
で
症
状
が
楽
に
な
り
ま
す
。

□
51
～
51

65
点

そ
こ
そ
こ
進
行

生
活
習
慣
を
改
善
し
つ
つ
婦
人

科
で
治
療
を
受
け
る
と
、す
ぐ

改
善
し
そ
う
で
す
。

女
性
の
更
年
期
の
心
と
体
の
変
化
に
つ
い
て
①

更
年
期
障
が
い
が
起
こ
る
し
く
み

更年期の症状は100人100様です。症状が強く治療が必要な

方は５人に１人と言われています。各自、下記10の症状で、

『更年期レベル』をチェックしてください！

更年期レベルをチェック！！

□
66
～
66

80
点

か
な
り
重
症

す
ぐ
に
婦
人
科
へ
の
受
診
を
お

勧
め
し
ま
す
。長
期
の
治
療
が

必
要
に
な
り
そ
う
で
す
。

□
81
～
１
０
０
点

危
険
な
状
態

身
体
だ
け
で
は
な
く
心
も
か
な

り
重
症
で
す
。ま
ず
は
婦
人
科

で
相
談
し
、場
合
に
よ
っ
て
は

心
療
内
科
で
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
受
け
る
こ
と
が
必
要
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

★
詳
し
く
は
、保
健
福
祉
課
健
康

増
進
係
・
保
健
師
に
問
合
せ
を
。

☎
６
４
‐
３
３
１
９

症状の程度
症 状

なし弱中強

０３６10顔がほてる

０３６10汗をかきやすい

０５９14腰や手足が冷える

０４８12息切れ、動悸がする

０５９14眠りが浅い

０５８12イライラする

０３５７くよくよする

０３５７頭痛、めまいがある

０３５７疲れやすい

０３５７肩こり、手足の痛みがある

〔
更
年
期
レ
ベ
ル
チ
ェ
ッ
ク
表
〕

革革

13

厚
沢
部
町
の
皆
様
は
じ
め
ま
し

て
。昨
年
12
月
か
ら
地
域
お
こ
し

協
力
隊（
新
規
就
農
研
修
生
）と
し

て
活
動
し
て
い
る
山
本
和
範（
37

歳
・
赤
沼
町
）で
す
。

私
は
道
東
出
身（
根
室
→
羅
臼

→
釧
路
）で
高
校
卒
業
後
は
道
外

（
青
森
県
→
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
→
岩

手
県
→
富
山
県
→
静
岡
県
）で
生

活
し
て
い
ま
し
た
。海
外
に
２
年

住
ん
で
い
ま
し
た
が
英
語
は
苦
手

で
す
。こ
れ
ま
で
は
、主
に
研
究
員

と
し
て
大
学
や
企
業
で
医
薬
品
な

ど
の
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。専
門
分
野
は
化
学
や
微
生
物
、

酵
素
で
す
。

続
・
協
力
隊
新
聞

笑
顔
で
あ
っ
さ
ぶ
Ⅴい

私
は
厚
沢
部
町
で
農
家
に
な
る

こ
と
が
目
標
で
す
。農
業
は
自
分

で
作
業
し
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
多
く
、協
力
隊
の
任
期
も

３
年
と
短
い
た
め
、研
修
だ
け
で

な
く
１
年
目
か
ら
自
分
で
様
々
な

作
物
を
栽
培
し
積
極
的
に
経
験
を

積
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。近

い
う
ち
に
罠
の
狩
猟
免
許
も
取
る

予
定
で
す
。

な
お
、「
使
っ
て
い
な
い
土
地
や

ハ
ウ
ス
が
あ
る
よ
」「
こ
の
作
物
の

栽
培
方
法
を
教
え
ら
れ
る
よ
」等

と
い
う
方
が
い
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ

お
声
掛
け
く
だ
さ
い
！

ま
た
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
で

す
の
で
行
事
や
飲
み
会
な
ん
で
も

参
加
し
ま
す
。私
が
参
加
し
て
も

良
い
集
ま
り
が
あ
り
ま
し
た
ら

誘
っ
て
く
だ
さ
い（
来
た
ば
か
り

で
判
断
が
つ
か
な
い
の
で
・・・
）。

趣
味
は
釣
り
と
山
菜
採
り
で

す
。こ
ち
ら
も
情
報
を
い
た
だ
け

る
と
嬉
し
い
で
す
。ど
う
か
山
本

和
範
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
新
規
就
農
研
修
生

山
本
和
範
】

13

国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、

20
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
国
民
年
金

の
被
保
険
者
と
な
り
、保
険
料
の

納
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
が
、

学
生
に
つ
い
て
は
、申
請
に
よ
っ

て
在
学
中
の
保
険
料
納
付
を
猶
予

す
る『
学
生
納
付
特
例
制
度
』が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
が
未
納
と

な
っ
て
い
る
と
、万
が
一
、病
気
や

ケ
ガ
で
重
い
障
害
が
残
っ
た
時
に

障
害
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
学
生
納
付
特

例
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
障
害
年

金
の
受
給
資
格
要
件
に
含
ま
れ
ま

す
。学
生
で
あ
っ
て
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
場
合
は
必
ず
学
生
納

付
特
例
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
た
期
間
は
、将
来
の
老

齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
の
計
算
に

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、将

来
の
年
金
額
を
減
ら
さ
な
い
よ
う

承
認
を
受
け
て
か
ら
10
年
間
の
う

ち
に
保
険
料
を
納
付（
追
納
）す
る

こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
ま
す（
承
認
を
受
け
て
か
ら
３

年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
は

当
時
の
保
険
料
に
一
定
の
加
算
額

が
加
わ
り
ま
す
）。

対
象
と
な
る
の
は
、大
学
院
や

大
学
、短
期
大
学
、高
校
、専
修
学

校
な
ど
の
ほ
か
各
種
学
校（
１
年

以
上
の
就
学
課
程
に
限
る
）
に
在

学
す
る
20
歳
以
上
の
学
生
で
す
。

ま
た
、夜
間
や
定
時
制
、通
信
制
課

程
も
含
ま
れ
ま
す
の
で
ほ
と
ん
ど

の
学
生
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
請
は
、
住
所
地
の
市
区
役
所
・

町
村
役
場
の
国
民
年
金
窓
口
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。申
請
の
際
に

は
年
金
手
帳
と
学
生
証（
裏
面
に

有
効
期
限
等
の
記
載
が
あ
る
場
合

は
裏
面
も
含
む
）の
写
し
、ま
た
は

在
学
期
間
が
わ
か
る
在
学
証
明
書

の
原
本
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
前
年
の
所
得
が
一
定
額

以
上
の
場
合
は
申
請
が
承
認
さ
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

☆
詳
し
く
は
、保
健
福
祉
課
住
民

年
金
係
へ
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

☎
６
４
‐
３
３
１
３

ね
ん
き
ん
講
座
講
座

学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

４
月
１
日
（月）
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に

合
わ
せ
て
、地
域
住
民
の
皆
様
と

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
方
々
に
も

判
り
や
す
い
系
統
番
号
へ
見
直
し

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

函
館
バ
ス
株
式
会
社
か
ら

系
統
番
号
変
更
に
つ
い
て

⇒
厚
沢
部
町
内
運
行
分
を
抜
粋
し

紹
介
し
ま
す
。

Vol.
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土
橋
鹿
子
舞
の
由
来
伝
承
は
今

か
ら
３
０
０
年
前
の
元
禄
年
間

（
１
６
９
０
年
頃
）
に
さ
か
の
ぼ

り
ま
す
。

江
差
奉
行
所
の
青
山
と
い
う
侍

が
豊
部
内
川
に
ヤ
マ
メ
釣
り
に
出

か
け
た
と
こ
ろ
鹿
の
群
れ
が
鳴
き

騒
ぐ
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

こ
っ
そ
り
と
様
子
を
う
か
が
う
と

１
頭
の
メ
ス
鹿
を
数
頭
の
オ
ス
鹿

が
囲
ん
で
、
メ
ス
鹿
を
か
ば
い
な

が
ら
、
互
い
に
角
突
き
合
わ
せ
て

争
っ
て
い
ま
し
た
。
鹿
た
ち
は
し

ば
ら
く
す
る
と
、
や
が
て
争
い
を

や
め
、そ
れ
ぞ
れ
に
踊
り
ま
わ
り
、

揃
っ
て
山
へ
消
え
て
い
き
ま
し

た
。
こ
れ
を
見
て
い
た
青
山
と
い

う
武
士
は
す
ぐ
に
家
に
戻
り
、

人
々
に
語
り
聞
か
せ
、
猿
楽
や
田

楽
、
ユ
ー
カ
ラ
な
ど
を
取
り
入
れ

て
鹿
の
踊
り
を
創
り
上
げ
た
の
が

鹿
子
舞
の
始
ま
り
で
す
。

な
お
、
元
禄
年
間
頃
の
江
差
奉

行
は
『
青
山
平
八
』
と
い
う
人
物

で
す
。

【
介
護
保
険
係
長

石
井

淳
平
】

あ
っ
さ
ぶ
のの
昔
のの
話
題題

土
橋
鹿
子
舞
の
由
来
と
江
差
奉
行

法
テ
ラ
ス
江
差
通
信
通
信

債
務
整
理
に
つ
い
て

2019年1月27日に開催された新春鹿子舞交流会で踊る
土橋鹿子舞。土橋鹿子舞の足さばきは「神楽の動きを取
り入れた」といわれますが、土橋鹿子舞に特徴的な「反
閇」という二歩一組の足さばきのことを指しているの
かもしれません。

89

（独）
自
動
車
事
故
対
策
機
構
（
ナ

ス
バ
）で
は
、
交
通
事
故
被
害
者
世

帯
の
皆
さ
ん
に
次
の
よ
う
な
援
護

制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
重
度
後
遺
障
害
者
介
護
料
支
給
】

□
対
象

自
動
車（
バ
イ
ク
含
む
）事
故
に

よ
り
脳
や
脊
髄
ま
た
は
胸
腹
部
臓

器
に
損
傷
を
受
け
、常
時
ま
た
は

随
時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方
で

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
方
。

□
支
給
額

後
遺
障
害
の
程
度
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
、介
護
用
品
の
購
入
等
に
応

じ
て
、月
額
２
９
，
２
９
０
円
～
１

３
６
，８
８
０
円
の
範
囲
で
支
給
。

【
交
通
遺
児
等
へ
の
無
利
子
貸
付
】

□
対
象

自
動
車（
バ
イ
ク
含
む
）事
故
に

よ
り
死
亡
ま
た
は
重
度
後
遺
障
害

（
脳
損
・
脊
損
）を
負
わ
れ
た
方
の

義
務
教
育
終
了
前
の
子
弟（
０
歳

～
中
学
校
卒
業
ま
で
）に
対
し
て

無
利
子
で
育
成
資
金
を
貸
付
。

★
詳
し
く
は
、
（独）
自
動
車
事
故
対

策
機
構
函
館
支
所（
ナ
ス
バ
）へ

☎
０
１
３
８
‐
８
８
‐
１
０
０
７

自
動
車
事
故
被
害
者

援
護
制
度
に
つ
い
て

私
が
法
テ
ラ
ス
江
差
法
律
事
務

所
に
赴
任
し
て
２
カ
月
が
過
ぎ
ま

し
た
。２
カ
月
の
間
に「
広
報
誌
を

読
ん
だ
」と
声
を
掛
け
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
、と
て
も
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、江
差
に
赴
任
す
る
前
後

を
問
わ
ず
私
が
１
番
受
け
て
い
る

相
談
の
種
類
は
債
務
整
理
で
す
。

今
回
は『
債
務
整
理
の
概
要
』に
つ

い
て
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

債
務
整
理
に
は
、主
に
、『
任
意

整
理
』『
自
己
破
産
手
続
』『
個
人
再

生
手
続
』の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
３
種
類
の
ど
れ
を
選
択
す
る

の
が
良
い
か
は
１
人
ひ
と
り
違
い

ま
す
。借
金
の
額
や
債
権
者
の
数
、

職
業
、収
入
、資
産
、保
証
人
の
有

無
等
い
ろ
い
ろ
な
要
素
を
考
慮
し

て
判
断
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

３
種
類
の
方
法
の
う
ち
任
意
整
理

は
、他
の
２
つ
と
違
っ
て
裁
判
所

を
利
用
し
な
い
と
こ
ろ
に
特
色
が

あ
り
ま
す
。弁
護
士
が
代
理
人
と

し
て
各
債
権
者
と
個
別
に
支
払
額

や
方
法
を
交
渉
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
自
己
破
産
手
続
は
、裁
判

所
を
利
用
し
、
債
務
者
の
財
産
を

清
算
し
て
債
権
者
に
配
当
す
る
手

続
で
す
。最
終
的
に
は
、裁
判
所
に

免
責
を
許
可
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

そ
し
て
、民
事
再
生
手
続
は
、
債

権
者
に
返
済
は
続
け
る
も
の
の
、

負
債
総
額
を
減
ら
す
手
続
で
す
。

自
己
破
産
手
続
と
違
い
住
宅
等
の

資
産
を
処
分
す
る
必
要
が
な
い
と

い
う
こ
と
に
特
色
が
あ
り
ま
す
。

借
金
に
は
多
く
の
場
合
、利
息

が
付
き
ま
す
の
で
、
利
息
を
支
払

う
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
借
金
は

増
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

債
務
整
理
は
今
後
の
生
活
を
立
て

直
す
た
め
に
有
効
な
も
の
で
す
。

最
終
的
に
弁
護
士
が
介
入
し
て
債

務
整
理
を
す
る
か
ど
う
か
決
め
る

の
は
ご
相
談
者
の
方
自
身
で
す
の

で
、借
金
に
お
困
り
の
方
は
、ま
ず

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
５
６
３

【
法
テ
ラ
ス
江
差
法
律
事
務
所

弁
護
士

柿
谷

佐
保
子
】
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活
性
化
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

だ
よ
り

町
内
会
向
け
鉢
花
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

春
を
迎
え
て
暖
か
い
季
節
に
な

る
と
、各
町
内
会
や
環
境
保
全
会

の
活
動
で
国
道
沿
い
な
ど
に
景
観

形
成
の
た
め
の
鉢
花
を
植
栽
す
る

姿
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

来
年
度
の
植
栽
活
動
に
向
け
て

複
数
の
町
内
会
か
ら「
花
苗
の
入

手
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
地
域
も

あ
る
」と
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
相

談
が
あ
り
、試
験
的
で
は
あ
り
ま

す
が
、町
内
会
や
環
境
保
全
会
向

け
に
鉢
花
の
生
産
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た（
個
人
へ
の
提
供
は

し
て
お
り
ま
せ
ん
）。

★
生
産
す
る
花
の
種
類
は

□
ベ
ゴ
ニ
ア（
赤
・
白
・
ピ
ン
ク
）

□
ペ
チ
ュ
ニ
ア

□
サ
ル
ビ
ア

□
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド（
黄
・
橙
色
）

以
上
４
種
類
で
、１
鉢
あ
た
り

90
円（
税
別
）と
し
ま
す
。

申
込
み
を
希
望
す
る
町
内
会
等

代
表
者
の
方
は
花
の
希
望
種
類
や

希
望
数
、受
け
取
り
時
期
な
ど
を

３
月
22
日（
金
）迄
に
活
性
化
セ
ン

タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、配
送
は
行
い
ま
せ
ん
の

で
活
性
化
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
に
受

け
取
り
可
能
な
方
が
対
象
で
す
。

提
供
鉢
数
は
育
苗
管
理
の
都
合
上

２
，０
０
０
鉢
ま
で
と
し
ま
す
の

で
申
込
状
況
に
よ
っ
て
は
ご
希
望

数
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と

を
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

厚
沢
部
町
の
景
観
向
上
活
動
の

一
助
と
な
る
よ
う
栽
培
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、

申
込
み
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

☆
活
性
化
セ
ン
タ
ー
問
合
せ
先

Ｔ
Ｅ
Ｌ

☎
６
５
‐
６
０
６
１

Ｆ
Ａ
Ｘ

☎
６
５
‐
６
８
０
４

【
農
業
振
興
係

堂
下

貴
宏
】

農
業
委
員
会
だ
よ
り

だ
よ
り

平
成
30
年
農
業
委
員
の
活
動
状
況

▼
農
業
者
年
金
、売
買
・
貸
借
・
相
続
等

農
地
に
関
す
る
こ
と
は
農
業
委
員

会
事
務
局（
緯
６
４
‐
３
３
１
４
）に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

104

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
市
町
村

に
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
農
業
委
員
会
は
農
地

法
に
基
づ
く
売
買
や
貸
借
の
許
可
、農
地
転
用
案
件
へ

の
意
見
具
申
、遊
休
農
地
調
査
や
指
導
等
を
中
心
に

事
務
を
遂
行
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、平
成
30
年
農

業
委
員
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Vol.
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寛

感

幹

慣

干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干

干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患

【
厚
沢
部
小
学
校
】18
名

朝

倉

華
（
朝
倉

亮
）

は
な
の

阿

部

俊

作
（
阿
部

祐
子
）

し
ゅ
ん
さ
く

澁

田

遼
（
澁
田

潤
介
）

り
ょ
う

大

口

将

太
（
大
口

直
人
）

し
ょ
う
た

尾

山

寿
（
尾
山

一
輝
）

ひ
さ
し

小

沢

風

牙
（
小
沢

健
一
）

ふ
う
が

小

沢

雷

牙
（
小
沢

健
一
）

ら
い
が

木

口

陽

登
（
木
口

孝
志
）

は
る
と

下
川
部

美

晴
（
下
川
部
真
歩
）

み
は
る

新

保

杏

奈
（
新
保

悟
）

あ
ん
な

田

村

笑
（
田
村

和
江
）

い
く
る

田

村

龍

聖
（
田
村

信
宏
）

り
ゅ
う
せ
い

名

和

樹
（
名
和

奨
）

い
つ
き

中

川

朱

里
（
中
川
真
理
子
）

あ
か
り

福

島

侑

衣
（
福
島

耕
）

ゆ
い

三

好

歌

音
（
三
好
小
百
合
）

か
お

吉

田

仁
（
吉
田

和
哉
）

じ
ん

若

狭

姫

乃
（
若
狭

春
香
）

ひ
め
の

【
鶉
小
学
校
】１
名

加

賀

龍

誠
（
加
賀

浩
介
）

り
ょ
う
ま

【
館
小
学
校
】６
名

大

橋

勇

斗
（
大
橋

竜
一
）

ゆ
う
と

佐
々
木

海

晟
（
佐
々
木
麻
衣
子
）

か
い
せ
い

相

馬

翔

海
（
相
馬

真
美
）

か
け
る

髙

橋

龍
ノ
介
（
髙
橋

啓
介
）

り
ゅ
う
の
す
け

細

畑

花

梨
（
細
畑

圭
佑
）

か
り
ん

山

田

陽

斗
（
山
田

宏
志
）

は
る
と

入学おめでとう！
ピピピピピピピピピピッッッッッッッッッッカカカカカカカカカカピピピピピピピピピピカカカカカカカカカカピッカピカののののののののののの新新新新新新新新新新１１１１１１１１１１年年年年年年年年年年生生生生生生生生生生をををををををををを紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介ししししししししししまままままままままますすすすすすすすすす新１年生を紹介します！！！！！！！！！！！

※
１

氏
名
は
児
童（
保
護
者
）の
五
十
音
順
。
敬
称
は
省
略
し
ま
し
た
。

※
２

個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
き
、掲
載
の
同
意
を
得
ら
れ
な
か
っ
た

児
童（
保
護
者
）の
氏
名
は
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

来
年
度
の
当
町
の
新
入
学
児
童
は
、３
校
25
名
の
予
定
で
す
。

こ
こ
で
は
町
内
の
各
小
学
校
に
入
学
す
る
新
１
年
生
を
紹
介

し
ま
す
。

（
２
月
22
日
現
在
）

子どもの一番のおもちゃは、お父さんやお母さん、おじいちゃんおばあちゃんです。

子どもともっと楽しくもっと豊かに遊び、たくさんの経験を増やしてあげましょう！

今回は、『手作りおもちゃでの遊び』を紹介します。

子育ての悩みや相談等ありましたら保健師・栄養士に連絡（℡64-3319）してください。

子
ど
も
と
遊
ぼ
う
！

も
っ
と
楽
し
く

も
っ
と
豊
か
に

子
育
て
を

10

物を作ることは

想像力を働かせる訓練になり、

また、道具を使った遊びを通して、

体の動きや勢いをコントロールする

力を養うこともできます。

自分で作ったおもちゃで

家族みんなが遊ぶと、

より一層楽しいですね！
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図書館
新 書
情 報

「キッズのヘアカタログ」

〔ａｐｉｓｈ（アピッシュ)著〕

365日使える子どものヘアデザインカタ

ログ。日常生活から七五三などの特別な日ま

で、かわいい＆カッコイイ、おしゃれなキッ

ズヘアスタイルを掲載。

卒園式に限らず、入学式にもおすすめ！

「町でよく見る記号とマーク」

〔ＷＩＬＬこども知育研究所 著〕

家や学校、町でよく見るマーク。

暮らしの中には記号やマークがいっぱい。

そのマークの役割や工夫も紹介している

ので調べものにも最適な知育本です！

※シリーズ全５冊（他、「家」「学校」「交通と公

共施設」「スポーツやあそび」）があります。

トマトに含まれている「リコピン」は、心血管疾
患や紫外線による皮膚のダメージなどのリスクを
軽減してくれます。また、マヨネーズなどの油と一
緒に摂取することによって体内への吸収率がアッ
プします。

【材料】（２人分）

●豚バラスライス 100ｇ

●塩コショウ 少々

●サラダ油 小さじ１/２

●焼肉のタレ 適量

●トマト 半分

●焼き海苔 ２枚

●ご飯 茶碗１杯

●サラダ菜 ４枚

●マヨネーズ 適量

【作り方】
①食べやすい大きさに切った豚肉を塩・
コショウで軽く味を付ける。熱したフ
ライパンに油を入れ、豚肉を炒めて焼
肉のタレで味を調える。

②トマトを１センチの厚さの輪切りに
切りキッチンペーパーで水気を切る。

③ラップの上に海苔を置き、ご飯を薄く
敷きつめ、サラダ菜→豚肉→マヨネー
ズ→トマト→サラダ菜の順にのせ、最
後にご飯をまた薄く広げる。四方から
海苔を折りたたみ、ラップでしっかり
包み込む。

④海苔とご飯が馴染んだら、食べやすい
大きさに切る。

エネルギー460kcal

塩分 1.0g

食生活
改 善
協議会

食改さんのコメン
ト

今月の簡単レシピ

シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシリリリリリリリリリリアアアアアアアアアアシシリアンンンンンンンンンンン
おおおおおおおおおおににににににににににぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎららららららららららおにぎらずずずずずずずずずずず

３月は卒園・卒業式シーズン。子どもたちの一大

イベント（お父さんお母さんも）がやってきます！

今回はこの時期にピッタリな本を紹介します。

おすすめ新着図書
スポーツ
結 果
情 報

☆開催期日：平成31年２月３日（日）

☆開催場所：太鼓山スキー場

☆主管者名：厚沢部スキークラブ

＜級別テスト＞

（２級）福島心愛

（３級）藤田洋聖・佐藤潤奈

＜ジュニアテスト＞

（１級）朝倉琥太郎・成澤亮太朗・石井透子

（２級）朝倉煌士郎

（３級）尾山相依・三上結音

（４級）青山侑斗・中里有李・中里朱李

（５級）三上響太・髙橋真咲・伊勢谷めい・

斉藤詩穂・尾山由依

☆開催期日：平成31年２月２日（土）

☆開催場所：上ノ国中学校武道場

＜団体戦＞

（小学生の部） 第２位

＜個人戦＞

（小学１～２年生の部）２位板坂彪我（厚）

（小学校６年生の部） ３位石井透子（厚）

（中学生男子-55㎏の部）２位石井遼平（厚）

厚沢部町スキー検定2019合格者

●図書館では、お探しの資料が貸出中の場合、予約を承っています。

また、リクエストや道立図書館からの貸出も受け付けしています。

どうぞ、お気軽にご利用ください。

●問合せ先 図書館（直通）☎64‐3436

名前の「シシリアン」は、イタリアの国旗をイメージしたシシ
リアンライス（赤：トマト、緑：レタス、白：ご飯）をヒントに考
案しました。

檜山管内スポーツ少年団柔道大会
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お問い合わせ先：保健福祉課国保係【☎64－3313】へ
石
綿
に
よ
る
疾
病
の

労
災
補
償
に
つ
い
て

中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
方
が
過
去
に
石
綿
業
務

に
従
事
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、

労
災
保
険
給
付
等
の
支
給
対
象
と

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。お
心

当
た
り
の
あ
る
方
は
、北
海
道
労

働
局
労
働
基
準
部
労
災
補
償
課
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☎
０
１
１
‐
７
０
９
‐
２
３
１
１

19

診 療 日診 療 科

午前 月～金曜日（午前11時迄の受付）整 形 外 科

午前 月～金曜日
午後 月曜日・金曜日

循 環 器 内 科

午前10時迄受付 15.19日（再診完全予約制）
午前11時迄受付 11.25日（再診完全予約制）
午前11時30分迄受付 金曜日（再診のみ）
午後 水曜日と4.18日

消 化 器 内 科

午前 金曜日
午後 木曜日

呼 吸 器 内 科

午前 月～木曜日（月曜日は10時から診療）総合診療(内科)

午前 火～木曜日（外科は8.22日）総合診療(外科)

午前 月～金曜日（午後の受診は要相談）小 児 科

午前 月～金曜日
午後 水曜日

泌 尿 器 科

午前 月～金曜日（初診完全予約制）精 神 科

午前 月～金曜日産 婦 人 科

午前 5.6.13.14.19.20.27.28日（初診11時迄）
午後 13.27日

耳 鼻 咽 喉 科

午前 7.28日（予約以外の方は10時迄に受付）
午後 6.13.27日

眼 科

午前 火曜日皮 膚 科

8.22日神 経 内 科

３月の外来診療

※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する

場合もあります。事前に病院へご確認ください。

※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日

の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり

ますので、お問い合わせください。

『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎ババババババババババババババババババババスススススススススススススススススススス』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』ののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案『無料送迎バス』のご案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内

午前・・・ 8時30分～11時30分
午後・・・13時30分～15時00分

受 付
時 間

３月の外来診療

診 療 日診 療 科

月～金曜日（祝祭日は休診）
内 科

外 科

５日（火）・６日（水）

19日（火）・20日（水）
眼 科

厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院厚沢部町国保病院〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡6666666666666666666644444444444444444444－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－3333333333333333333300000000000000000000333333333333333333336666666666666666666664－3036〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののからの おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせお知らせ

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分～16時00分

午前・・・18時00分～11時30分（初診の方は9時00分～）
午後・・・13時00分～14時30分

受付
時間

北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院北海道立江差病院〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡5555555555555555555522222222222222222222--------------------0000000000000000000000000000000000000000333333333333333333336666666666666666666652-0036〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののからの おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせお知らせ

※診療日は予定であり、変更になる場合もあります。

貴方の「かかりつけ医」は誰ですか？

「総合内科」は道立江差病院では初めてで簡単に
いうと「かかりつけ医」です。「循環器内科」は心臓
や腎臓のプロ。「整形外科」は関節や骨のプロとわ
かりやすいですが、「総合内科(＝かかりつけ医)」と
は何のプロでしょう？僕は、“患者さん自身”のプ
ロだと思います。普段通院している患者さんを診
ながら、いつもと違う細かな違いに気付き病気を
発見をしたり、必要があれば当院や函館の専門医
に適切なタイミングで紹介することでスムーズに
より早く治療を行えたりします。僕も実際いつも
我慢強いはずの患者さんが、いつもと違い非常に
痛がるので何かあるのではないかと考え病気の早
期発見につながったこともありました。一方で、当
院で診療していると前の病院で良くならないから
来たという患者さんもいます。かかりつけの前医
で何の病気と言われたかもわからず、どんな薬が
出たかもわからない状態で来られます。非常に
もったいないと感じます。我々医師も万能ではな
いので最初に診療した患者さんが１回でみんな良
くなるわけではありません。２の手３の手を考え
ながら診療しています。違う病院を次々に受診す
る方はその医師の１の手ばかりで結果良くなるの
に時間がかかっています。「かかりつけ医」として
の力を発揮できません。北海道全体がそうですが
道立江差病院も医師不足に悩む病院の１つです。
毎年病院の医療体制が変わって皆さんにご迷惑を
おかけしてしまっていると思います。一方で、限り
ある医療体制の中で皆さんの健康を守るためには
地域の「かかりつけ医」を有効に活用する必要があ
ると強く感じました。

【総合診療内科医 黒田 健】

★★★看護師・助産師を募集しています★★★
看護師・助産師の正規＆臨時職員、准看護師の臨時職
員を募集しています。院内保育所の利用や勤務時間も
ご相談ください。是非一緒に働きましょう。連絡お待ち
しています。〔TEL52-0036（内線202）総看護師長 廣野〕

国保病院と館・鶉間を往復する送迎バスを火・

木曜日に運行していますので、ご利用ください。

停車場所 出発時間

①旧館診療所前 午前8時30分

②館地域振興センター 午前8時30分過ぎ

③鶉学校前バス停 午前8時50分

④鶉地区研修センター 午前8時50分過ぎ

⑤国保病院 午前9時10分

※帰路は利用者全員の診療終了後

国保病院前を出発します。

（帰路：国保病院⇒館地区⇒鶉地区）

運行日：毎週火・木曜日
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樺
樺
樺
樺
樺

行

４
＆ 事

お

知
ら
せ

３
＆

檜
山
地
域
人
材
開
発

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
動
車
税
の
住
所
変
更
を

お
忘
れ
な
く
！

自
動
車
税
は
４
月
１
日
現
在
の

登
録
に
基
づ
き
課
税
さ
れ
ま
す
。

■
次
に
該
当
す
る
場
合
は
運
輸
支

局
で
登
録
手
続
き
が
必
要
で
す
。

□
住
所
が
変
わ
っ
た

□
自
動
車
を
売
買
し
た

□
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た

平
成
31
年
度
の
自
動
車
税
納
税

通
知
書
を
確
実
に
お
届
け
す
る
た

め
３
月
中
の
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
手
続
き
が
間
に
合
わ
な
い
…

札
幌
道
税
事
務
所
に
連
絡
す
る

か
道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
住
所
変

更
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

☆
問
合
せ
先

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

☎
０
１
１
‐
７
４
６
‐
１
１
９
７

○
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

◆
日
程

３
月
６
日
（水）
／
（水）

20
日

（水）

20

（水）

◆
時
間

13
時
～

13

15
時

◆
受
講
料

各
２
，０
０
０
円

◆
申
込
締
切

各
実
施
日
前
日
迄

☆
問
合
せ（
申
込
）先

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
５
２
‐
０
１
６
０

○
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
特
別

教
育【
学
科
・
実
技
】

◆
日
時

４
月
３
日
（水）（水）
10
時
～

◆
受
講
料

７
，２
８
０
円

◆
申
込
み

３
月
22
日
22

（金）
迄

◆
会
場

学
科
・
実
技
と
も
に

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

（
江
差
町
字
南
ヶ
丘
７
番
地
）

○
不
整
地
運
搬
車
運
転
技
能
講
習

【
学
科
・
実
技
】

◆
日
程

４
月
21
日
21

（日）
～

21

（日）

22
日

21

（日）

22

（月）

◆
受
講
料

３
３
，９
４
０
円

◆
申
込
み

３
月
22
日
22

（金）
迄

◆
学
科
会
場

檜
山
建
設
会
館

（
江
差
町
字
円
山
２
９
９
番
地
）

◆
学
科
会
場

㈱
シ
グ
マ
鳥
山
ブ

ロ
ッ
ク
製
作
ヤ
ー
ド（
乙
部
町

字
鳥
山
）

○
玉
掛
安
全
衛
生
教
育（
再
教
育
）

【
学
科
の
み
】

◆
日
時

５
月
21
日
21

（火）
９
時
～

◆
受
講
料

９
，２
２
９
円

◆
申
込
み

４
月
１
日
（月）
～

22
日
22

（月）
迄

◆
学
科
会
場

檜
山
建
設
会
館

☆
問
合
せ
や
申
込
み
は
、同
協
会

江
差
分
会（
檜
山
建
設
協
会
内
）

☎
５
２
‐
１
８
１
３

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会

江
差
分
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

６
月
に
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
る

『
第
28
回
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー

ラ
ン
祭
り
』
で
は
、
道
内
各
地
よ
り

「
市
民
審
査
員
」を
募
集
し
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
審
査
員
と
し
て

お
祭
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

◆
日
程

６
月
８
日
（土）
・
９
日

（土）

（日）

（
※
右
記
日
程
の
い
ず
れ
か
1
日
）

◆
場
所

札
幌
市
中
央
区

（
大
通
公
園
周
辺
）

◆
内
容

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー

ラ
ン
祭
り
の
演
舞
の
審
査

◆
応
募
方
法

募
集
要
綱
と
応
募
用
紙
を
左
記

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
ま
た
は
電
話
で
取
り
寄
せ
の
上

４
月
19
日
19

（金）
迄
に
提
出
す
る
。

◆
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://

w
w
w
.y
o
sa
k
o
i-so
ra
n
.jp
/

★
問
合
せ
・
応
募
用
紙
送
付
先

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭

り
実
行
委
員
会

☎
０
１
１
‐
２
３
１
‐
４
３
５
１

〒
０
６
０
‐
０
０
０
１

札
幌
市
中
央
区
北
１
条
西
２
丁

目

北
海
経
済
セ
ン
タ
ー
４
Ｆ

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

sh
in
sa
@
y
o
sa
k
o
i-so
ra
n
.jp

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

祭
り
審
査
員
を
募
集
し
ま
す

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た

が
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い

な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。

林
業
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
た

こ
と
が
あ
り
、当
時
、林
退
共
制
度

に
加
入
し
て
い
た
方（
も
し
く
は

加
入
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い

方
）で
退
職
金
請
求
手
続
き
を
し

た
心
当
た
り
の
な
い
方
は
お
気
軽

に
左
記
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
林
退
共
事
業
本
部
で
は

被
共
済
者
の
方
に
確
実
に
退
職
金

を
受
け
取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
現
況
調
査
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
調
査
に
も
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
先

独
立
行
政
法
人

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３
‐
６
７
３
１
‐
２
８
８
９

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

〔h
ttp
://w
w
w
.rin
ta
ik
y
o
.

ta
isy
o
k
u
k
in
.g
o
.jp
/

〕

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

３
月
の
休
日
当
番
医

急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
確
認
願
い
ま
す
。

（
受
付
時
間

9
時
～
17
時
）

電話番号病 院 名当番日

62‐2331乙部町国保病院3月13日（日）

52‐0036道立江差病院10日（日）

52‐0036道立江差病院17日（日）

55‐2017上ノ国診療所21日（祝）

64‐3036厚沢部町国保病院
24日（日）

67‐2856（ドラッグストアまるや）

52‐1366勤医協江差診療所31日（日）

21
☆☆☆南部桧山清掃センターからのお知らせ☆☆☆

３月９日（土）は休日のため当施設へのゴミの搬入はできません。
ごみ収集カレンダーにも掲載していますので、ご確認ください。

【問い合わせ先：南部桧山清掃センター（緯53-6301）】

３月＆４月の行事＆お知らせ ―

戸 籍 の 窓
（2月20日届出分まで）

町の人口

前月からの
人口増減人口女男世帯

（＋10）2,2831,2031,0801,150下地区

（－5）673350323329鶉地区

（－1）928488440450館地区

（＋４）3,8842,0411,8431,929全 町

平成31年1月末日現在

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

72件今月の寄附件数

635千円今月の寄附金額

3,444件
平成30年度
寄附件数累計

30,957千円
平成30年度
寄付金額累計

1,320千円前年度寄付金額

（2月20日届出分まで）

※外国人住民を含む

厚沢部町交通事故死
ゼロ記録簿

日８２５１連続

平成31年2月24日現在

新 町 古川 巖さん（83歳）12/26

本 町 加向宇重喜さん（96歳）12/26

富 里 北嶋 史子さん（74歳）12/29

滝 野 佐々木初藏さん（96歳）12/17

おくやみもうしあげます

◎
江
差
町
文
化
会
館

☆
３
月
７
日
（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

13
時
～

13

13
時

13

13

30
分

◆
違
反
運
転
者
講
習

14
時
14

15
分
～

14

15

16
時

14

15

16

15
分

☆
３
月
19
日
19

（火）

◆
優
良
運
転
者
講
習

13
時
～

13

13
時

13

13

30
分

◆
一
般
運
転
者
講
習

14
時
～

14

15
時

◆
初
回
更
新
者
講
習

15
時
15

45
分
～

15

45

17
時

15

45

17

45
分

◎
上
ノ
国
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

☆
２
月
13
日
13

（水）

◆
優
良
運
転
者
講
習

13
時
～

13

13
時

13

13

30
分

運
転
免
許
更
新
時
講
習

北
海
道
江
差
保
健
所
で
は
、臨

床
心
理
士
が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や

相
談
に
応
じ
る
精
神
保
健
相
談

（
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
）を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、相
談
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
３
月
７
日
（木）

午
前
中
迄
に
申
込
み
願
い
ま
す
。

な
お
、開
催
日
以
外
で
も
随
時

保
健
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
期

日

３
月
12
日
12

（火）

◆
時

間

14
時
～

14

15
時

◆
場

所

北
海
道
江
差
保
健
所

◆
相
談
料

無
料

◆
問
合
せ

北
海
道
江
差
保
健
所

☎
５
２
‐
１
０
５
３

精
神
保
健
相
談
の
お
知
ら
せ

厚
生
労
働
省
で
は
、４
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
る
働
き
方
改
革
関

連
法
に
対
応
し
た
「
３
６
（
サ
ブ
ロ

ク
）
協
定
」な
ど
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
労
働
基
準
監
督
署
で
は
、

労
働
時
間
相
談
・
支
援
コ
ー
ナ
ー

で
働
き
方
改
革
へ
の
取
組
を
始
め

と
し
た
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

詳
し
く
は
、厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
『
「
働
き
方
改
革
」の
実

現
に
向
け
て
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
s://w

w
w
.m
h
lw
.g
o
.jp
/

stf/se
isa
k
u
n
itsu
ite
/b
u
n
y
a
/0

0
0
0
1
4
8
3
2
2
.h
tm
l.

働
き
方
改
革
関
連
法
の

お
知
ら
せ

何
ら
か
の
理
由
で
出
生
届
を
出

し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
り
無
戸
籍

と
な
っ
て
い
る
方
や
そ
の
保
護
者

の
方
を
対
象
に
必
要
な
手
続
き
の

ご
案
内
ご
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。ひ

と
り
で
悩
ま
ず
に
当
町
役
場

保
健
福
祉
課
住
民
年
金
係
ま
た
は

函
館
地
方
法
務
局
戸
籍
課
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
先

保
健
福
祉
課
住
民
年
金
係

☎
６
４
‐
３
３
１
３

函
館
地
方
法
務
局
戸
籍
課

☎
０
１
３
８
‐
２
３
‐
９
５
２
６

無
戸
籍
相
談
窓
口
の
ご
案
内

樺
樺

善
意
感
謝
致
し
ま
す

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

☆
御
香
料
の
お
礼
に
代
え
て

新
町
・
山
館
澄
子
さ
ん
か
ら

５
０
，０
０
０
円

富
里
・
北
嶋
行
雄
さ
ん
か
ら

５
０
，
０
０
０
円

▲ふるさと納税で町を応援してください！
詳しくは、町ホームページでご確認を。
https://www.town.assabu.lg.jp/index.php
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あとがき
▼

「

自

分

が

で

き

る

こ

と

…

」

１

月

27

日

に

町

内

交

通

事

故

死

ゼ

ロ

連

続

１

５

０

０

日

を

達

成

し

関

連

記

事

を

８

頁

に

掲

載

し

た

。

平

成

29

年

29

10

月

と

11

月

号

で

は

連

続

１

０

０

０

日

達

成

の

記

事

を

掲

載

し

て

い

た

が

今

読

む

と

連

続

日

数

と

い

う

数

字

だ

け

を

伝

え

て

い

て

薄

っ

ぺ

ら

い

広

報

誌

だ

。

読

ん

だ

後

に

少

し

で

も

役

に

立

つ

心

に

残

る

内

容

で

な

い

と

広

報

誌

の

価

値

が

な

い

…

。

今

回

は

国

道

２

２

７

号

の

事

故

が

多

い

こ

と

。

そ

の

事

故

の

傾

向

と

対

策

等

を

掲

載

し

た

。

し

か

し

、

遅

き

に

失

し

た

…

。

２

月

後

半

は

暖

か

く

路

面

は

顔

を

出

し

た

。

冬

型

事

故

に

気

を

付

け

て

と

は

遅

す

ぎ

か

…

。

た

だ

、

移

住

１

年

目

の

３

月

。

ブ

ラ

ッ

ク

ア

イ

ス

バ

ー

ン

で

滑

り

路

外

逸

脱

し

た

経

験

あ

る

自

分

。

こ

ん

な

私

か

ら

…

、

３

月

も

冬

型

事

故

に

注

意

を

。

▼

久

方

ぶ

り

に

厚

沢

部

で

冬

の

イ

ベ

ン

ト

が

開

催

さ

れ

た

。

私

の

記

憶

で

は

、

あ

っ

さ

ぶ

ス

ノ

ー

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

以

来

。

教

育

委

員

会

主

催

で

小

中

学

生

雪

合

戦

大

会

や

宝

探

し

な

ど

の

ゲ

ー

ム

を

行

っ

て

い

た

。

三

上

喜

治

体

育

指

導

委

員

長

や

町

内

の

昭

和

新

山

雪

合

戦

出

場

メ

ン

バ

ー

ら

と

運

営

し

た

当

時

の

こ

と

を

思

い

出

す

。

多

く

の

参

加

者

を

楽

し

ま

せ

る

に

は

多

く

の

従

事

者

の

力

や

ア

イ

デ

ア

は

必

要

だ

っ

た

。

冬

の

道

駅

ま

つ

り

は

少

数

の

従

事

者

で

運

営

さ

れ

た

。

少

数

で

も

「

私

が

で

き

る

こ

と

で

力

に

な

り

た

い

」

と

考

え

る

人

が

集

結

。

多

く

の

参

加

者

が

満

腹

満

足

し

て

い

た

（

肉

が

不

足

し

た

か

ら

腹

八

分

か

…

）

。
（

三

）
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あとがき

真
冬
に
焼
肉
!?
「
冬
で
も
町

民
が
集
い
元
気
に
マ
チ
に

賑
わ
い
を
創
出
し
た
い
」と
の
思

い
か
ら
厚
沢
部
商
工
会
青
年
部

（
渋
田
潤
介
部
長
・
会
員
13
名
）と

素
敵
な
過
疎
づ
く
り
㈱
が
初
め
て

企
画
し
た『
冬
の
道
駅
ま
つ
り
』。

「
真
冬
に
外
で
焼
肉
と
い
う
企
画

が
老
若
男
女
に
支
持
さ
れ
る
の
か

少
し
不
安
だ
っ
た
」と
渋
田
部
長
。

「
急
遽
の
企
画
だ
っ
た
の
で
周
知

に
時
間
が
な
く
チ
ケ
ッ
ト
が
売
れ

る
か
心
配
だ
っ
た
」と
素
敵
な
過

疎
㈱
社
員
の
赤
石
香
奈
子
さ
ん
。

冬
の
「
寒
さ
を
感
じ
さ
せ
な

い
子
ど
も
の
元
気
な
声
を

聞
き
な
が
ら
焼
肉
と
お
酒
を
仲
間

と
堪
能
し
最
高
の
時
間
だ
っ
た

よ
」と
木
口
善
二
さ
ん（
赤
沼
町
）。

特
設
滑
り
台
で
何
度
も
歓
声
を
上

げ
る
子
ど
も
達
。そ
の
笑
顔
と
元

気
な
声
を
摘
み
に
お
酒
と
焼
肉
を

堪
能
す
る
大
人
達
。真
冬
の
道
の

駅
で
多
く
の
笑
顔
に
出
会
っ
た
企

画
側
２
人
の
不
安
感
は
い
つ
し
か

消
え
て
い
た
。「
来
年
の
こ
と
は
わ

か
ら
な
い
け
ど
…
」
と
赤
石
さ
ん
。

こ
の
催
し
が
今
年
だ
け
の
単
発
と

な
る
か
来
年
も
打
ち
上
が
る
か
は

皆
様
の
感
想
次
第
な
の
だ
ろ
う
。

時
と

間
き

刻 む
Λ

冬
で
も
町
民
が
集
い
元
気
に
！
マ
チ
に
賑
わ
い
を
！

初
め
て
の
試
み「
冬
の
道
駅
ま
つ
り
」

２
月
23
日
23

（土）
、初
め
て
の
試
み『
冬
の
道
駅
ま
つ
り
』が
道
の
駅
あ
っ
さ

ぶ
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
町
内
外
か
ら
約
４
０
０
名
が
集
結
。子
ど
も
達
は

特
設
雪
の
滑
り
台
を
満
喫
し
大
人
は
特
製
タ
レ
に
漬
け
込
ん
だ
焼
肉
と
檜

山
産
の
お
酒
を
堪
能
。氷
点
下
の
会
場
は
た
く
さ
ん
の
熱
気
に
包
ま
れ
た
。

▲檜山振興局林務課主催『道南スギで木工
体験』。真剣な表情で体験する京谷澪さん。

▲まつりのフィナーレを飾った『打ち上げ花火』と町内３保育所所児が描いた『おらいも君灯篭』

▲道の駅で販売する食材だけで作った
庄山江利子さん特製野菜鍋も絶品！

▲焼酎喜多里・乙部地ビール・奥尻ワイン・
今金と北檜山と江差の地酒全てうまし！


